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1

長野県にて実施
海外観光客の緊急対応システム
の構築実績

観光施設整備件数（件/1年間）

施策等名称 観光まちづくりと連動した観光環境整備の推進
体系番号 0401010504
主管課 観光まちづくり推進課

①

現状と課題

市内の観光客数、観光消費額は減少傾向にあり、平成3年のピーク時は観光客数が532.6万人であったが、平成29年は
330万人となり、約4割減少している。旅行形態の変化や、観光客のニーズが体験型旅行へ需要が高まったことなどに対
応できていなく、外国人観光客に対してもパンフレットや看板など観光環境が整備できていない。今まで、様々な角度から
誘客促進を図り、遊歩道や駐車場、公衆トイレなどの施設整備や登山道整備を行ってきたが、今後の課題は、各エリアの
戦略に合せた施設整備、自然景観、農村集落景観の保全、外国人観光客の支援強化が必要になる。平成30年度に発足
した「ちの観光まちづくり推進機構」の事業と同調した観光環境整備を進め観光によるまちづくりが必要である。

めざす将来像
（あるべき姿、基本的

な考え方）

「健康と運動」をテーマとした施設や大自然を満喫できる八ヶ岳など、茅野市の特色を活かし、各エリアの戦略に合せた施
設整備を推進する。また、茅野市が誇れる自然景観や、茅野市の暮らしをテーマとした地域の生活と深い関わりを持つ場
所の風景などを残すために、自然環境を保全し、観光客と自然環境が共存できる環境整備を整えることを目的に観光環
境整備を推進する。団体旅行から個人旅行へと変化している外国人観光客に対し、安心して滞在できるようにＷｉ-Ｆｉ環境
や看板等の整備、二次・三次交通対策など外国人観光客の対策を図る。
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２　指標等の推移と変動要因

施策等名称 観光まちづくりと連動した観光環境整備の推進
体系番号 0401010504
主管課 観光まちづくり推進課

2021年度 2022年度

指標No. 中間目標値 実績値　/　達成率（実績値÷目標値）

2020年度体系区分
成果指標名

計画策定時 2018年度 2019年度

1 5 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00

施策
観光環境整備の推進

4 5

10 20.00 0.00 0.00 0.00 0.00

施策 自然景観、農村集落景観の保全、古民家の
宿泊施設活用

0 2
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2018年度 蓼科湖周辺の活性化事業に関し、二か所の整備を行ったため、件数が目標を達成した。
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茅野市にて実施 - #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!
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3

変
動
要
因
等

2018年度 南北八ヶ岳保護管理運営協議会を中心としたシカによる樹木の食害対策、森林税を活用した景観向上のための伐採を実施した。
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2018年度
緊急対応へのステップとして、平成30年度に茅野市観光案内所がＪＮＴＯ認定外国人案内所のカテゴリー１として認定された。今後、カ
テゴリー２へとステップアップするにあたり、ちの観光まちづくり推進機構と協議していきたい。
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施策等名称 観光まちづくりと連動した観光環境整備の推進
体系番号 0401010504
主管課 観光まちづくり推進課

３　評価・改革改善 （単位：円）

評
　
　
　
　
　
価

項　　目 2018年　（前年度比） 2019年　（前年度比） 2020年　（前年度比） 2021年　（前年度比） 2022年　（前年度比）

投
資
額

事業費(円)

うち一財(円)

進捗評価 おおむね順調

237,833,894

175,009,709

増減理由
（一般財源
前年度比
±10％以
上の場合
に記載）

310,636,000

193,240,000

1.31

1.10

理　由

自然を活かした山岳観
光や遊歩道を活用したト
レッキングなどのフィー
ルドを整備することで、
地域資源を活かした旅
行商品造成の幅が広が
り、ソフト・ハードの双方
の満足度向上につなが
るため。

総
合
評
価

主
な
取
組
内
容
や
成
果

・蓼科湖の遊歩道整備
が進み、湖周の景観を
楽しみながら一周できる
ようになった。
・八ヶ岳の森林環境保全
の課題であるシカの樹
木食害について、初めて
食害防止の樹皮ネット設
置作業を実施することが
できた。

課
題

・白樺湖周辺の公衆トイ
レの老朽化が進み、自
然環境を楽しむための
観光客にとって気持ちよ
く利用できるとは言えな
い状況である。
・外国人旅行者の対応
に必要と思われるWi-Fi
や多言語対応ツールな
どの整備が遅れている。

重点化する
施策の柱

1

重点
事務事業

1

改
革
・
改
善

改革・
改善内容

・観光地公衆トイレの整備計
画については、例えば白樺
湖畔の活性化計画等の周
辺地域全体の活性化計画と
合せて検討し、年次的に今
後の整備を進めていく。
・Wi-Fiや多言語対応ツール
等外国人旅行者等に向けた
受入環境整備について、す
ぐに対応が難しいものにつ
いては、計画的な整備や対
策を検討していく。

作成担当者
最終評価責任者
最終評価年月日

五味　健太郎
五味　正忠

令和元年5月31日
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